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　Abstract :　In this paper, the percolating flow problem under【the floating･type dam with the
inclined sheet pilings built on ａ permeable layer of infinite depth was analyzed by the conformal
mapping technique. In particular, the influence of the situation and the ang】ｅof the inclined
sheet pilings fon ｕpぽt pressure under the dam were examined. Numerical computations were
done, and the results were obtained as follows ；
1) Total ｕpぼt pressure under the dam is decreased by setting the sheet pilings on the up-stream
　side of dam.
2) As for the case which the sheet pilings were set on the end of the ｕp･stream side of dam,
　total uplift pressure slightlydecreased by inclining the pilings towards the ｕp･stream side.
3) Setting the pilings in the region of the center of the ･breadth of dam, uplift pressure is
　influenced by various inclinations of angle of pilings and totalｕpぼt pressure is decreased by
　inclining the pilings towards the down-stream side.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　論
　透水性基盤上に設けられる低えん堤下部に，種々の目的で止水壁を設置することがしばしば行わ
れる。また，止水壁の先端を上・下流側に移勁させた，いわゆる傾斜止氷壁とする場合もある。こ
の傾斜止水壁が堤体下部をまわる浸透流に及ぼす影響のうち，浸透流量に及ぼす影響については前
報1)で述べた。ここでは，半無限透水性基盤上の低えん堤に設置された傾斜止水壁が浸透流に及ぼ
す影響のうち，特に低えん堤下部に作用する揚圧力に及ぼす影響について検討を加える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　析　　法
　Fig. 1. (1)に示されるような，半無限透水性基盤上に設けられた，止水壁を有する低えん堤の
系における流れの場は. (1)式より決定される（前報1）参照）。
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Fig. 1. (2),(3)に示されるz-planeとC-planeとの関係は次式で与えられる。
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(2)
　堤体底面に作用する揚圧力を求めるためには, Fig. 1. (2口こ示される複素平面を上半平面に写
像した。 Fig. 1. (3)のC-plane上の，η＝0,一弘≦ξ≦-1, 1≦ξ≦ξ。について考えれば良い。
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　(3).倒式と，ξ＝－1，ξ＝1でx= 0であることから，ξに対応する堤体底面の位置ｚが求め
られる。
　さらに，一如＜ξ≦－１，η＝Ｏのとき，
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となって，ξがーらくξ≦-1, 1≦ξ＜ξ。のいずれの範囲にある場合にも，φは同一の式から
求めることができる。
　なお，ξ＝－らのときはφ＝φ1，
　　　　ξ＝ξ。　のときはφ＝φ2である。
　したがって，適当なぞの値を与えると，そのξに応じて(3), (4)式からエの値が定まり，同時
に(5),(6)式によってφの値が定まる。
　ゆえに，いまの場合べy＝Oであるからφを圧力水頭と考えることによって堤体底面下の揚圧
力分布を求めることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　計算結果とその考察　●
　傾斜止水壁の設置位置とその傾斜角が，低えん堤下の浸透流，特に揚圧力に及ぼす影響を知るた
めに，止水壁の設置位置は，上・下流端および堤体底面の10分点の11ヶ所とし，止水壁の傾斜角と
してはα= 1/3, 5/12. 1/2. 7/12. 2/3の５例を選び，それらを組み合せて計算した。なお，堤体
底面幅Z，および止氷壁の長さじの比をじμ= 0.25とし，Z＝1.0として計算した。
　このようにして計算された揚圧力が，止水壁の設置位置とその傾斜角によって，どのような影響
を受けるかを知るために，設置位置を一定とし，傾斜角の変化による揚圧力の分布を示したのが
Fie. 2～6である。図中，ヱは堤体上流端よりのI距離である。
　Fig. 2とFig. 6において見られるように，上・下流端に止氷壁を設置した場合には，傾斜角
の変化による揚圧力の分布に顕著な差異は認めら,れないが，その他の設置位置では，堤体底面中央
に近づくにつれ，差異が現われる。比較のためFig. 2～6を用い，堤体底面に作用する全揚圧力
を計算した結果をTable. 1に示す（ここではFig. 2～6以外のａμについても示す）。 Fig.
2～6とTable. 1　より，比αμが0.2から0.8までの設置位置においてはα= 1/3の傾斜角のと
き，最も全揚圧力が小さく，上流側に傾くに従い，全揚圧力が大きくなる傾向のあることがわか
る。
109
1.0
0.8
１０
匹
　０
６
４
０．２
０
１．０
０．８
　p　0.6
ヱ
△h
　　　0.4
0.2
０
１．０
0.8
　　　０
　ｐ
ヱ
△h　o
６
４
０．２
０
　Ｉ　．μＭ　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ
　二‘ごﾆ。｡M　h.　　　△h　　h
2　ｪ:ﾆﾄﾞ兄参--=-　づ
　Ｔ　Ｉ　　　Ｉ
Riis－-
｀｀^--、~
゛｀･･S44
へi
4441ii 14，
-｀４こi
゛｀゛≒4
｀｀･､
へ、
＼へ
0.1 0.2　　0.3　　0.4　　0.5　　0.6　　0.7　　0.8　　0.9　　1.0
　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　ｌ
Fig. 2 Distribution of uplift pressure （ａﾉ1＝0.0）
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3　Distribution of uplift pressure （ａ/l=0.3）
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Fig. 4 Distribution of ｕpぼt pressure (a//=0. 5)
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Fig. 5 Distribution of uplift pressure （α/Z＝0.7）
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　Fig. 6 Distribution of ｕpぼt pressure （α/Z＝1.0）
Table. 1　Total ｕpぼt pressure
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　また，止水壁を設けない場合の全揚圧力に対する，傾斜止水壁を設けた時の全揚圧力の比を示し
だのがFig. 7である。これより，止水壁を上流側に設置した場合に揚圧力が小さく，下流側に設
置した場合に大きくなることがわかる。また，両端付近では上流側に傾斜させた場合に全揚圧力が
若干小さくなる○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　●il
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　’　　　論
透水性基盤上に築造された低えん堤下部に設けられた傾斜止氷壁が浸透流に及ぼす影響のうち，
特に低えん堤底面に作用する揚圧力に対する影響について検討を加えた。その結果，以下の結論が
得られた。
　（1）低えん堤底面に作用する全揚圧力は，止水壁を上流側に設置することにより，軽減される。
　（2）上流端近傍に設置した場合，堤体底面に作用する全揚圧力は，止水壁を上流側に傾斜させた
場合，僅かに減少する。
　（3）堤体底面中央付近に止水壁を設置した場合，傾斜角による揚圧力への影響が大きくなり，下
流側に傾斜させた場合に全揚圧力は小さくなる。
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